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＜第３回下土棚遊水地上部利用計画地域懇談会での主な意見（平成 25 年 12 月 16 日開催）＞ 

   ・：委員からご意見  ⇒：事務局の回答   

 

親水空間ワーキンググループの検討状況について 

・今の親世代は、川で遊んだ経験が少ないため、子供に遊び方を教えられない。水遊び池などの水際は安全に遊

べるようなものにしたほうが良い。大庭遊水地は、足を入れると沈むような感じがあるので、Ｂ池は、もっと

安全なものを考えて欲しい。 

・現案は、ビオトープ池に人が入ろうと思えば、入れるのではないか。 

⇒なるべく水面を確保し、鳥が安全に来られるような空間をつくるため、人が立入りにくい空間構成を考えた

い。 

・基本的には、安全に作った方が良い。 

⇒安全性に配慮して進める。 

 

下土棚遊水地上部利用計画について 

・遊水地の上部利用の留意事項について、３点出ている。遊水地は、利便性を追求するところではないこと。池

の中に屋根を付けるような施設は難しいこと。維持管理については、相当大変であること。これらについて、

我々委員はもちろん理解しているが、利用者などにも伝える必要があるだろう。 

・冠水して出たゴミは産業廃棄物なのか。 

⇒川から流入する物は、完全に分別することができないので、産業廃棄物になると考えられる。 

【Ａ池】 

・根が横に広がっていくようなものならば、芝にこだわらなくても良い。 

・全面が芝生でなくても良い。 

⇒芝生広場は、面積を縮小する方向で検討する。また、憩いの広場については、芝以外の地被植物も検討し、

Ａ池全体の芝生面積を再検討する。 

・地元の人は、この計画図でいくと活動グランドの辺りを通り、鷹匠橋を渡るという経路が現在の動線。これま

では田畑だったので、ここを通った方が安全であると教わってきた。 

⇒活動グランドと鷹匠橋を動線として結ぶのは難しい。 

・駐車場については、現計画通りで良い。 

・階段については、現計画通りで良いが、鷹匠橋の関係については、安全面を重視した中で、もう一度検討して

もらいたい。 

【Ｂ池】 

・第 2回親水空間ワーキンググループの課題として、進入通路に駐車することができないかという話が出たと思

うが、結果的に無理だということか。 

⇒進入路というよりも、外周道路に縦列駐車できないかということであったが、4ｍでは難しい。 

・車いすの利用者も想定される。何台かはＢ池内に駐車できるようにした方が良いと思う。 

⇒駐車場の規模は、下土棚遊水地全体の上部利用状況を想定して今後検討していきたい。 

【Ｃ池】 

・駐車場の位置は良いと思う。野球グランドの散水用や飲料用の水の確保が課題である。 

⇒水飲みは、法面を上った所になると考えられるので、水飲みと階段の位置を考慮する。 

・駐車場は、コンクリート敷きなのか。 

⇒頻繁に駐車する可能性が少ない所は、舗装しないで草地空間とするなど、今後、詳細をつめる中で工夫して
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いきたい。 

【Ｄ池】 

・原則、花壇は遊水地内に置かないほうが良い。 

・利用面を考えて、芝にこだわらなくても良いのではないか。 

⇒全体として、芝生は縮小、地被類にする方向で検討を進める。 

【その他】 

・参考資料の図面で、赤点線の箇所は通路として通れる様になるのか。 

⇒管理用通路としての計画はあるが、山を背負っている箇所なので、安全性等、再度検討する必要がある。 

・本日の議論で、上部利用計画がつまってきた。今後は、早々に管理主体を確定してもらい、維持管理を含めた

議論をしたい。 

 

                                             以上 

               


